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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  透過、反射の両モードにおいてコントラスト
が高く、かつ色再現性の良好なものを得る。
【解決手段】  液晶を介して対向配置される各基板を外
囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液
晶表示部を有し、前記各基板のうち一方の基板の液晶側
の面の液晶表示部に半透明反射膜を備えるものであっ
て、前記一方の基板の液晶と反対側の面にねじれ位相差
板が配置され、他方の基板の液晶と反対側の面にねじれ
位相差板が配置されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶を介して対向配置される各基板を外
囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液
晶表示部を有し、
前記各基板のうち一方の基板の液晶側の面の液晶表示部
に半透明反射膜を備えるものであって、
前記一方の基板の液晶と反対側の面にねじれ位相差板が
配置され、他方の基板の液晶と反対側の面にねじれ位相
差板が配置されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  液晶を介して対向配置される各基板を外
囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液
晶表示部を有し、
前記各基板のうち一方の基板の液晶側の面の液晶表示部
の少なくとも一部に反射膜を備えるものであって、
前記一方の基板の液晶と反対側の面にねじれ位相差板が
配置され、他方の基板の液晶と反対側の面にねじれ位相
差板が配置されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】  液晶セルの波長５５０ｎｍにおけるΔｎ
ｄを７００～８００ｎｍの範囲に、他方の基板側のねじ
れ位相差板の波長５５０ｎｍにおけるΔｎｄ

Ｒ１
を５５

０～７００ｎｍの範囲に、一方のねじれ位相差板の波長
５５０ｎｍにおけるΔｎｄ

Ｒ２
を１７０～２１０ｎｍの

範囲に、液晶分子のツイスト角を２４０～２６０°の範
囲に、他方の基板側のねじれ位相差板のツイスト角を－
２００～－１８０°の範囲に、一方の基板側のねじれ位
相差板のツイスト角を－７５～－５５°の範囲に設定さ
れ、
かつ、他方の基板側の偏光板と一方の基板側の偏光板
は、それらの各吸収軸が２５～８５°の範囲の角度をも
って交差され、他方の基板側の偏光板の吸収軸は、該偏
光板に近接する液晶の分子の配向方向と６５～９５°の
角度をもって交差され、一方の基板側の偏光板の吸収軸
は、該偏光板に近接する液晶の分子の配向方向と５０～
８０°の角度をもって交差され、他方の基板側の偏光板
の吸収軸は、該偏光板に近接する他方の基板側のねじれ
位相差板の配向軸と０～３０°の角度をもって交差さ
れ、一方の基板側の偏光板の吸収軸は、該偏光板に近接
する一方の基板側のねじれ位相差板の配向軸と８０～１
１０°の角度をもって交差されていることを特徴とする
請求項１および２のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項４】  液晶を介して対向配置される各基板を外
囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液
晶表示部を有し、
前記各基板のうち一方の基板の液晶側の面の液晶表示部
に半透明反射膜を備えるものであって、
前記一方の基板の液晶と反対側の面に２枚の一軸延伸性
フィルムが積層されて配置され、他方の基板の液晶と反
対側の面にねじれ位相差板が配置されていることを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項５】  液晶を介して対向配置される各基板を外*
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*囲器とし、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液
晶表示部を有し、前記各基板のうち一方の基板の液晶側
の面の液晶表示部の少なくとも一部に反射膜を備えるも
のであって、
前記一方の基板の液晶と反対側の面に２枚の一軸延伸性
フィルムが積層されて配置され、他方の基板の液晶と反
対側の面にねじれ位相差板が配置されていることを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項６】  ２枚の一軸延伸性フィルムは広帯域λ／
４位相差板を構成することを特徴とする請求項４、５の
うちいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】  液晶セルの波長５５０ｎｍにおけるΔｎ
ｄを７００～８００ｎｍの範囲に、他方の基板側のねじ
れ位相差板の波長５５０ｎｍにおけるΔｎｄ

Ｒ１
を５５

０～７００ｎｍの範囲に、液晶側の一方の一軸延伸性フ
ィルムの４枚積層バレイ値の１／４とするΔｎｄ

Ｒ２
を

１２０～１６０ｎｍの範囲に、他方の一軸延伸性フィル
ムの２枚積層バレイ値の１／２とするΔｎｄ

Ｒ３
を２５

０～２９０ｎｍの範囲に、液晶分子のツイスト角を２４
０～２６０°の範囲に、他方の基板側のねじれ位相差板
のツイスト角を－２００～－１８０°の範囲に、
かつ、他方の基板側の偏光板と一方の基板側の偏光板
は、それらの各吸収軸が０～８５°の範囲の角度をもっ
て交差され、他方の基板側の偏光板の吸収軸は、該偏光
板に近接する液晶の分子の配向方向と６５～９５°の角
度をもって交差され、一方の基板側の偏光板の吸収軸
は、該偏光板に近接する液晶の分子の配向方向と０～５
５°の角度をもって交差され、他方の基板側の偏光板の
吸収軸は、該偏光板に近接する他方の基板側のねじれ位
相差板の配向軸と０～３０°の角度をもって交差され、
一方の基板側の偏光板の吸収軸は、前記一方の一軸延伸
性フィルムの遅延軸と５０～７５°の範囲の角度をもっ
て交差され、該一方の一軸延伸性フィルムと他方の一軸
延伸性フィルムは、それらの遅延軸が５０～７５°の範
囲の角度をもって交差されていることを特徴とする請求
項４ないし６のうちいずれかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に係
り、たとえばＳＴＮ（超ねじれネマティック）型の半透
過反射型液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は液晶を介して対向配置さ
れる透明基板を外囲器とし、該液晶の広がり方向に多数
の画素からなる液晶表示部を有して構成されている。
【０００３】該各画素には一対の電極が形成され、これ
ら電極の間に生じさせる電界によって液晶の分子を挙動
させ、その挙動を配向膜および偏光板によって可視化さ
せることによって、液晶の光透過具合（輝度）を認識で
きるようになる。
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【０００４】また、このような液晶表示装置において、
一方の透明基板の液晶側の面に、光の一部を透過させ、
残りの光を反射させる半透明膜を形成することによっ
て、該一方の透明基板の液晶と反対側からのバックライ
トの光を透過させるモードと、他方の透明基板の液晶と
反対側からの太陽光等の外来光をその入射方向側へ反射
させるモードとを両用できる構成となっているものが知
られている。
【０００５】そして、このような液晶表示装置は、複屈
折モードにより表示されるため、カラー表示を行うた
め、そのコントラスト、透過率、あるいは反射率等の光
学特性は、光学補償フィルムを配置させることによって
定められている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな半透過反射型の液晶表示装置は、その光学補償を一
軸延伸性フィルムからなる位相差板によって行われてい
るものであり、コントラストや色再現性が充分でないこ
とが指摘されるに至った。
【０００７】また、上側の透明基板に貼付されている一
軸延伸性フィルムはそれを２枚重ねて形成していたた
め、液晶表示装置の厚さが大きくなってしまうというこ
とも指摘されるに至った。
【０００８】本発明は、このような事情に基づいてさな
されたものであり、その目的は、透過、反射の両モード
においてコントラストが高く、かつ色再現性の良好な液
晶表示装置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、
以下のとおりである。
手段１．本発明による液晶表示装置は、たとえば、液晶
を介して対向配置される各基板を外囲器とし、該液晶の
広がり方向に多数の画素からなる液晶表示部を有し、前
記各基板のうち一方の基板の液晶側の面の液晶表示部に
半透明反射膜を備えるものであって、前記一方の基板の
液晶と反対側の面にねじれ位相差板が配置され、他方の
基板の液晶と反対側の面にねじれ位相差板が配置されて
いることを特徴とするものである。
【００１０】手段２．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各基板を外囲器と
し、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液晶表示
部を有し、前記各基板のうち一方の基板の液晶側の面の
液晶表示部の少なくとも一部に反射膜を備えるものであ
って、前記一方の基板の液晶と反対側の面にねじれ位相
差板が配置され、他方の基板の液晶と反対側の面にねじ
れ位相差板が配置されていることを特徴とするものであ
る。
【００１１】手段３．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、手段１および手段２のいずれかの構成を前提と
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し、液晶セルの波長５５０ｎｍにおけるΔｎｄを７００
～８００ｎｍの範囲に、他方の基板側のねじれ位相差板
の波長５５０ｎｍにおけるΔｎｄ

Ｒ１
を５５０～７００

ｎｍの範囲に、一方のねじれ位相差板の波長５５０ｎｍ
におけるΔｎｄ

Ｒ２
を１７０～２１０ｎｍの範囲に、液

晶分子のツイスト角を２４０～２６０°の範囲に、他方
の基板側のねじれ位相差板のツイスト角を－２００～－
１８０°の範囲に、一方の基板側のねじれ位相差板のツ
イスト角を－７５～－５５°の範囲に設定され、かつ、
他方の基板側の偏光板と一方の基板側の偏光板は、それ
らの各吸収軸が２５～８５°の範囲の角度をもって交差
され、他方の基板側の偏光板の吸収軸は、該偏光板に近
接する液晶の分子の配向方向と６５～９５°の角度をも
って交差され、一方の基板側の偏光板の吸収軸は、該偏
光板に近接する液晶の分子の配向方向と５０～８０°の
角度をもって交差され、他方の基板側の偏光板の吸収軸
は、該偏光板に近接する他方の基板側のねじれ位相差板
の配向軸と０～３０°の角度をもって交差され、一方の
基板側の偏光板の吸収軸は、該偏光板に近接する一方の
基板側のねじれ位相差板の配向軸と８０～１１０°の角
度をもって交差されていることを特徴とするものであ
る。
【００１２】手段４．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各基板を外囲器と
し、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液晶表示
部を有し、前記各基板のうち一方の基板の液晶側の面の
液晶表示部に半透明反射膜を備えるものであって、前記
一方の基板の液晶と反対側の面に２枚の一軸延伸性フィ
ルムが積層されて配置され、他方の基板の液晶と反対側
の面にねじれ位相差板が配置されていることを特徴とす
るものである。
【００１３】手段５．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、液晶を介して対向配置される各基板を外囲器と
し、該液晶の広がり方向に多数の画素からなる液晶表示
部を有し、前記各基板のうち一方の基板の液晶側の面の
液晶表示部の少なくとも一部に反射膜を備えるものであ
って、前記一方の基板の液晶と反対側の面に２枚の一軸
延伸性フィルムが積層されて配置され、他方の基板の液
晶と反対側の面にねじれ位相差板が配置されていること
を特徴とするものである。
【００１４】手段６．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、手段４あるいは５のいずれかの構成を前提と
し、２枚の一軸延伸性フィルムは広帯域λ／４位相差板
を構成することを特徴とするものである。
【００１５】手段７．本発明による液晶表示装置は、た
とえば、手段４あるいは５のいずれかの構成を前提と
し、液晶セルの波長５５０ｎｍにおけるΔｎｄを７００
～８００ｎｍの範囲に、他方の基板側のねじれ位相差板
の波長５５０ｎｍにおけるΔｎｄ

Ｒ１
を５５０～７００

ｎｍの範囲に、液晶側の一方の一軸延伸性フィルムの４
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枚積層バレイ値の１／４とするΔｎｄ

Ｒ２
を１２０～１

６０ｎｍの範囲に、他方の一軸延伸性フィルムの２枚積
層バレイ値の１／２とするΔｎｄ

Ｒ３
を２５０～２９０

ｎｍの範囲に、液晶分子のツイスト角を２４０～２６０
°の範囲に、他方の基板側のねじれ位相差板のツイスト
角を－２００～－１８０°の範囲に、かつ、他方の基板
側の偏光板と一方の基板側の偏光板は、それらの各吸収
軸が０～８５°の範囲の角度をもって交差され、他方の
基板側の偏光板の吸収軸は、該偏光板に近接する液晶の
分子の配向方向と６５～９５°の角度をもって交差さ
れ、一方の基板側の偏光板の吸収軸は、該偏光板に近接
する液晶の分子の配向方向と０～５５°の角度をもって
交差され、他方の基板側の偏光板の吸収軸は、該偏光板
に近接する他方の基板側のねじれ位相差板の配向軸と０
～３０°の角度をもって交差され、一方の基板側の偏光
板の吸収軸は、前記一方の一軸延伸性フィルムの遅延軸
と５０～７５°の範囲の角度をもって交差され、該一方
の一軸延伸性フィルムと他方の一軸延伸性フィルムは、
それらの遅延軸が５０～７５°の範囲の角度をもって交
差されていることを特徴とするものである。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、本発明による液晶表示装置
の実施例を図面を用いて説明をする。
実施例１．図２は本発明による液晶表示装置の一実施例
を示す平面図である。また、図２のI－I線における断面
図を図１に示している。
【００１７】まず、図２において、液晶を介して対向配
置される透明基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２がある。
【００１８】透明基板ＳＵＢ１とＳＵＢ２との重なり領
域は液晶表示領域ＡＲを構成し、この液晶表示領域ＡＲ
を囲むシール材ＳＬによって液晶を封入するとともに透
明基板ＳＵＢ１に対する透明基板ＳＵＢ２の固着が図れ
るようになっている。
【００１９】透明基板ＳＵＢ１の液晶側の面には、その
ｘ方向に延在しｙ方向に並設される各走査電極ＧＴがた
とえばＩＴＯ等の透光性の材料で形成されている。これ
ら各走査電極ＧＴはその一端がシール材ＳＬを超えて延
在され、その延在部からは走査信号が供給されるように
なっている。
【００２０】また、透明基板ＳＵＢ２の液晶側の面に
は、そのｙ方向に延在しｘ方向に並設される各画素電極
ＰＸがたとえばＩＴＯ等の透光性の材料で形成されてい
る。これら各画素電極ＰＸはその一端がシール材ＳＬを
超えて延在され、その延在部からは映像信号が供給され
るようになっている。
【００２１】各走査電極ＧＴのうちの１つが走査信号に
よって選択され、その選択のタイミングに合わせて各画
素電極ＰＸに映像信号を供給することにより、該走査電
極ＧＴと各画素電極ＰＸとの重なり部分の液晶の光透過
率が該映像信号応じて制御されるようになっている。
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【００２２】走査電極ＧＴと画素電極ＰＸとの間の電位
差による電界によって液晶が挙動し、この液晶の挙動は
後述する配向膜ＯＲＩ１、ＯＲＩ２および偏光板ＰＯＬ
１、ＰＯＬ２によって可視化され、液晶の光透過率を輝
度として認識できるようになっている。
【００２３】図１は、図２のI－I線における断面を示し
た図である。まず、透明基板ＳＵＢ１の液晶側の面に
は、半透明反射膜ＴＲＦが形成されている。この反射膜
ＲＦはたとえば一部光を透過し一部光を反射させるよう
になっている。この明細書ではこのような反射膜を半透
明反射膜と称し、入射光の大部分を反射させる反射膜と
は区別して用いている。
【００２４】このような半透明反射膜ＴＲＦを形成する
ことにより、透明基板ＳＵＢ１の液晶と反対側からの図
示しないバックライトの光を透過させるモードと、後述
の透明基板ＳＵＢ２の液晶と反対側からの太陽光等の外
来光をその入射方向側へ反射させるモードとを兼用でき
る構成となっている。
【００２５】この半透明反射膜ＴＲＦの上面にはカラー
フィルタＦＩＬが形成されている。このカラーフィルタ
ＦＩＬはたとえば顔料が含まれた樹脂材から構成され、
たとえばｙ方向に並設された各画素からなる画素群を共
通の色とし、ｘ方向にたとえば赤（Ｒ）、Ｇ（緑）、青
（Ｂ）、赤（Ｒ）、……の順に配置されている。
【００２６】カラーフィルタＦＩＬが形成された透明基
板ＳＵＢ１の表面には平坦化膜ＯＣが形成されている。
この平坦化膜ＯＣはたとえば塗布によって形成される樹
脂材から形成され、カラーフィルタＦＩＬの形成によっ
て形成される段差を表面に顕在化されないようにしてい
る。
【００２７】平坦化膜ＯＣの表面には走査電極ＧＴが形
成されている。この走査電極ＧＴは図中紙面左側から右
側にかけて延在する複数の帯状電極からなり、たとえば
ＩＴＯ(Indium Tin Oxide)によって形成されている。こ
の各走査電極ＧＴはその一端側から走査信号が供給され
るようになっている。
【００２８】また、これら走査電極ＧＴが形成された透
明基板ＳＵＢ１の表面には配向膜ＯＲＩ１が形成されて
いる。この配向膜ＯＲＩ１はたとえば樹脂膜の表面にラ
ビング処理された構成からなり、直接に接触する液晶Ｌ
Ｃの分子の初期配向方向を決定づけるようになってい
る。
【００２９】また、透明基板ＳＵＢ１の液晶ＬＣと反対
側の面には、その全域にわたってたとえばポリマー液晶
によって構成される下側ねじれ位相差板ＴＷＰ１が、そ
の上面には下側偏光板ＰＯＬ１が貼付されている。
【００３０】さらに、このように構成された透明基板Ｓ
ＵＢ１と液晶ＬＣを介して対向配置された透明基板ＳＵ
Ｂ２は、その液晶側の面に、まず、画素電極ＰＸが形成
されている。この画素電極ＰＸは図中紙面表から紙面裏
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7
にかけて延在する複数の帯状電極からなり、たとえばＩ
ＴＯ(Indium Tin Oxide)によって形成されている。この
各画素電極ＰＸはその一端側から映像信号が供給される
ようになっている。
【００３１】また、これら画素電極ＰＸが形成された透
明基板ＳＵＢ２の表面には配向膜ＯＲＩ２が形成されて
いる。この配向膜ＯＲＩ２はたとえば樹脂膜の表面にラ
ビング処理された構成からなり、直接に接触する液晶Ｌ
Ｃの分子の初期配向方向を決定づけるようになってい
る。
【００３２】また、透明基板ＳＵＢ２の液晶と反対側の
面には、その全域にわたって光散乱層ＬＳが、その上面
にはたとえばポリマー液晶によって構成される上側ねじ
れ位相差板ＴＷＰ２が、その上面には上側偏光板ＰＯＬ
２が貼付されている。
【００３３】なお、透明基板ＳＵＢ１とＳＵＢ２との間
には球状のビーズからなるスペーサＳＰが配置され、こ
のスペーサによって液晶ＬＣの層厚を均一かつ一定に保
持せんとしている。
【００３４】なお、上述した実施例では、透明基板ＳＵ
Ｂ１側に走査電極ＧＴを透明基板ＳＵＢ２側に画素電極
ＰＸを形成したものである。しかし、透明基板ＳＵＢ１
側に画素電極ＰＸを透明基板ＳＵＢ２側に走査電極ＧＴ
を形成するようにしても同様の作用を有することはもち
ろんである。
【００３５】このように構成された液晶表示装置は、そ
の透明基板ＳＵＢ１およびＳＵＢ２のそれぞれにおい
て、液晶と反対側の面に光学補償フィルムとしてねじれ
位相差板ＴＷＰ１、ＴＷＰ２を配置させた構成としてい
る。
【００３６】このねじれ位相差板ＴＷＰ１、ＴＷＰ２を
用いることにより、コントラストや色再現性を良好にで
きることが確かめられた。
【００３７】また、このような構成において、液晶セル
のΔｎｄ、液晶分子のツイスト角、ねじれ位相差板のΔ
ｎｄ等を以下に示すように設定することにより、質の高
い光学補償が達成できることが確かめられた。
【００３８】（１）液晶セルの波長５５０ｎｍにおける
Δｎｄを７００～８００ｎｍの範囲に、望ましくは７５
５ｎｍに設定されている。
【００３９】（２）上側ねじれ位相差板の波長５５０ｎ
ｍにおけるΔｎｄ

Ｒ１
を５５０～７００ｎｍの範囲に、

望ましくは６３５ｎｍに設定されている。
【００４０】（３）下側ねじれ位相差板の波長５５０ｎ
ｍにおけるΔｎｄ

Ｒ２
を１７０～２１０ｎｍの範囲に、

望ましくは１９０ｎｍに設定されている。
【００４１】（４）液晶分子のツイスト角を２４０～２
６０°の範囲に、望ましくは２５０°に設定されてい
る。
【００４２】（５）上側ねじれ位相差板のツイスト角を
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－２００～－１８０°の範囲に、望ましくは－１９０°
に設定されている。ここで、－符号は上側ねじれ位相差
板のツイスト方向が液晶分子のツイスト方向と反対方向
であることを示している。
【００４３】（６）下側ねじれ位相差板のツイスト角を
－７５～－５５°の範囲に、望ましくは－６５°に設定
されている。ここで、－符号は上側ねじれ位相差板のツ
イスト方向が液晶分子のツイスト方向と反対方向である
ことを示している。
【００４４】（７）上側偏光板と下側偏光板は、それら
の各吸収軸が２５～８５°の範囲に、望ましくは５５°
の角度をもって交差されて配置されている。
【００４５】（８）上側の偏光板の吸収軸は、該偏光板
に近接する液晶の分子の配向方向と６５～９５°の角
度、望ましくは８０°の角度をもって交差されている。
【００４６】（９）下側偏光板の吸収軸は、該偏光板に
近接する液晶の分子の配向方向と５０～８０°の角度、
望ましくは６５°の角度をもって交差されている。
【００４７】（１０）上側偏光板の吸収軸は、該偏光板
に近接する上側ねじれ位相差板の配向軸と０～３０°の
角度、望ましくは１５°の角度をもって交差されてい
る。
【００４８】（１１）下側偏光板の吸収軸は、該偏光板
に近接する下側ねじれ位相差板の配向軸と８０～１１０
°の角度、望ましくは９５°の角度をもって交差されて
いる。
【００４９】実施例２．図３は本発明による液晶表示装
置の他の実施例を示す構成図で、図１と対応した図とな
っている。図１と同符号のものは同一の機能を有した材
料で構成されている。
【００５０】図３において、図１と異なる構成は、透明
基板ＳＵＢ１の液晶と反対側の面に、第１の一軸延伸性
フィルムＡＸＳ１、第２の一軸延伸性フィルムＡＸＳ
２、偏光板ＰＯＬ１とが順次積層されて形成されている
ことにある。
【００５１】ここで、第１の一軸延伸性フィルムＡＸＳ
１と第２の一軸延伸性フィルムＡＸＳ２は、これら一対
によって広帯域λ／４位相差板として機能するようにな
っている。
【００５２】そして、透明基板ＳＵＢ２の液晶と反対側
の面には実施例１と同様にねじれ位相差板ＴＷＰ２が形
成されたままとなっている。
【００５３】このように構成された液晶表示装置におい
ても、コントラストや色再現性を良好にできることが確
かめられた。
【００５４】また、このような構成において、液晶セル
のΔｎｄ、液晶分子のツイスト角、ねじれ位相差板のΔ
ｎｄ等を以下に示すように設定することにより、質の高
い光学補償が達成できることが確かめられた。
【００５５】（１）液晶セルの波長５５０ｎｍにおける
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Δｎｄを７００～８００ｎｍの範囲に、望ましくは７５
５ｎｍに設定されている。
【００５６】（２）上側ねじれ位相差板の波長５５０ｎ
ｍにおけるΔｎｄ

Ｒ１
を５５０～７００ｎｍの範囲に、

望ましくは６３５ｎｍに設定されている。
【００５７】（３）第１の一軸延伸性フィルムの４枚積
層バレイ値の１／４とするΔｎｄ

Ｒ２
を１２０～１６０

ｎｍの範囲に、望ましくは１４０ｎｍに設定されてい
る。
【００５８】（４）第２の一軸延伸性フィルムの２枚積
層バレイ値の１／２とするΔｎｄ

Ｒ３
を２５０～２９０

ｎｍの範囲に、望ましくは２７０ｎｍに設定されてい
る。
【００５９】（５）液晶分子のツイスト角は２４０～２
６０°の範囲に、望ましくは２５０°に設定されてい
る。
【００６０】（６）上側ねじれ位相差板のツイスト角を
－２００～－１８０°の範囲に、望ましくは－１９０°
に設定されている。ここで、－符号は上側ねじれ位相差
板のツイスト方向が液晶分子のツイスト方向と反対方向
であることを示している。
【００６１】（７）上側偏光板と下側偏光板は、それら
の各吸収軸が０～８５°の範囲に、望ましくは２２°の
角度をもって交差されて配置されている。
【００６２】（８）上側偏光板の吸収軸は、該偏光板に
近接する液晶の分子の配向方向と６５～９５°の角度、
望ましくは８０°の角度をもって交差されている。
【００６３】（９）下側偏光板の吸収軸は、該偏光板に
近接する液晶の分子の配向方向と０～５５°の角度、望
ましくは３８°の角度をもって交差されている。
【００６４】（１０）上側偏光板の吸収軸は、該偏光板
に近接する上側ねじれ位相差板の配向軸と０～３０°の
角度、望ましくは１５°の角度をもって交差されてい
る。
【００６５】（１１）下側偏光板の吸収軸は、第１の一
軸延伸性フィルムの遅延軸と５０～７５°の範囲の角
度、望ましくは６２．５°の角度をもって交差されてい
る。
【００６６】（１２）第１の一軸延伸性フィルムと第２
の一軸延伸性フィルムは、それらの遅延軸が５０～７５
°の範囲の角度、望ましくは６２．５°の角度で交差さ
れている。
【００６７】なお、上述した各実施例では、各画素は一
方の透明基板側に形成された走査電極と他方の透明基板
側に形成された画素電極との重なり部で構成したものを*
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*示しているものである。
【００６８】しかし、本発明はいわゆるアクティブ・マ
トリクス型と称される液晶表示装置にも適用されること
はいうまでもない。
【００６９】アクティブ・マトリクス型の液晶表示装置
は、液晶を介して対向配置される各基板のうち一方の基
板の液晶側の面に、そのｘ方向に延在しｙ方向に並設さ
れるゲート信号線とｙ方向に延在しｘ方向に並設される
ゲート信号線とで囲まれた領域を画素領域とし、これら
各画素領域に、ゲート信号線からの走査信号によって作
動されるスイッチング素子と、このスイッチング素子を
介してドレイン信号線からの映像信号が供給される画素
電極を備えて構成されている。
【００７０】この画素電極は他方の基板の液晶側の面
に、各画素領域に共通に形成された対向電極との間に電
界を発生せしめるようになっている。
【００７１】この場合、上述した半透明反射膜を液晶表
示部の全域にわたって形成してもよいが、たとえば各画
素領域の一部に入射光のほぼ全部を反射させる反射膜を
形成し、この部分を光反射領域とし、それ以外の部分を
光透過領域として、バックライトの光を透過させるモー
ドと、太陽光等の外来光をその入射方向側へ反射させる
モードとを兼用させるようにしてもよい。
【００７２】このように一部に反射膜を形成することに
より光反射領域と光透過領域とを形成する構成は、上述
した各実施例のようないわゆるパッシブ・マトリクス型
と称される液晶表示装置にも適用できることはもちろん
である。
【００７３】
【発明の効果】以上説明したことから明らかなように、
本発明による液晶表示装置によれば、透過、反射の両モ
ードにおいてコントラストが高く、かつ色再現性の良好
なものを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す構
成図で、図２のI－I線における断面図である。
【図２】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す平
面図である。
【図３】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す断
面図である。
【符号の説明】
ＳＵＢ…透明基板、ＴＲＦ…半透明反射膜、ＦＩＬ…カ
ラーフィルタ、ＧＩ…走査電極、ＯＲＩ…配向膜、ＴＷ
Ｐ…ねじれ位相差板、ＰＯＬ…偏光板、ＰＸ…画素電
極、ＳＰ…スペーサ、ＳＬ…シール材。
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：在透射和反射模式下获得具有高对比度和良好色彩再现性
的图像。 解决方案：彼此相对并隔着液晶的每个基板都用作外壳，并且
在液晶的扩散方向上设置了包含大量像素的液晶显示部分。 该表面的液
晶显示部分设置有半透明反射膜，在一个基板的与液晶相对的表面上布
置有扭曲的相位差板，并且在另一个基板的与液晶相反的表面上布置了
扭曲的相位差板。 布置了相位差板。
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